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福祉

NEWS&TOPICS

連載 

P４　神奈川県地域福祉支援計画の改定について
　　　県地域福祉課
P５　日本の将来推計人口からみる福祉現場の将来像
　　　（株）川原経営総合センター
P８－９　連携・協働の今－新たなパートナーシップを目指して－③

ご存知ですか？
福祉サービスにおける苦情解決制度
～苦情対応からサービスの質の向上へ～

特集

【詳しくは12面へ】

海にいることの気持ち良さ、
波に乗ることの楽しさは障
害の有無に関係ないー。
サーフィンが大好きな川名
さん（認知症当事者）と一緒
にサーフィンを楽しむナミ
ニケーションズのみなさん

今月の表紙



特集ご存知ですか？
福祉サービスにおける苦情解決制度
～苦情対応からサービスの質の向上へ～

　社会福祉法第82条において「社会福祉事業の経営者は、常に、その提供する福祉サービスについて、利用者等か
らの苦情の適切な解決に努めなければならない」とされ、苦情解決の体制や手順等について厚生労働省から指針が
示されています。
　今回は、福祉サービスにおける苦情解決制度と、かながわ福祉サービス運営適正化委員会に寄せられた相談につ
いて紹介します。

苦
情
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
は
、
利
用
者
が

求
め
る
価
値
や
期
待
と
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
（
以
下
、
事
業
者
）
が
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
に
差
が
生
じ
た
時
に
、
満
た
さ

れ
な
い
・
裏
切
ら
れ
た
、
決
ま
り
や
約
束

を
破
ら
れ
た
と
い
っ
た
気
持
ち
に
な
り
、

不
満
や
不
信
と
な
っ
て
生
ま
れ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

苦
情
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
、
マ
イ
ナ

ス
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
人
は
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
は
、
利
用
者
に
と
っ
て
も
事

業
者
に
と
っ
て
も
同
様
の
こ
と
で
す
。

　

苦
情
を
申
し
出
る
側
の
利
用
者
の
中
に

は
「
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
か
ら
言
い
づ

ら
い
」「
苦
情
を
言
っ
て
利
用
を
断
ら
れ
た

ら
ど
う
し
よ
う
」
と
い
う
気
持
ち
か
ら
、

サ
ー
ビ
ス
に
疑
問
や
不
安
が
あ
っ
て
も
、

そ
の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
な
い
人
も
い
ま

す
。
ま
た
、
苦
情
を
受
け
る
側
の
事
業
者

も
「
苦
情
を
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
」
な
ど
、

苦
情
に
対
し
て
消
極
的
な
捉
え
方
を
し
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
小
さ
な
疑
問
や
不
安
が
た
ま

る
こ
と
で
、
利
用
者
は
日
頃
の
サ
ー
ビ
ス

を
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
な
か
っ
た
り
、

事
業
者
も
ミ
ス
や
問
題
に
気
付
け
ず
大
き

な
事
故
に
発
展
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
苦
情

申
出
を
通
し
て
、
利
用
者
と
事
業
者
で
話

し
合
い
、
事
実
確
認
や
よ
り
良
い
サ
ー
ビ

ス
に
向
け
て
対
応
を
検
討
す
る
こ
と
が
重

要
と
な
る
の
で
す
。

事
業
者
に
よ
る
苦
情
解
決

〜
事
業
者
が
取
り
組
む
意
味
〜

　

厚
生
労
働
省
に
よ
る
「
社
会
福
祉
事
業

の
経
営
者
に
よ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
苦
情
解
決
の
仕
組
み
の
指
針
」（
平
成
12

年
通
知
〈
平
成
29
年
３
月
一
部
改
正
〉）
で

は
、
事
業
者
に
は
、
利
用
者
等
か
ら
の
苦

情
に
対
応
す
る
た
め
の
苦
情
受
付
担
当
者

や
苦
情
解
決
責
任
者
、
第
三
者
委
員
を
設

置
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
苦
情
へ
の
適
切
な
対
応
は
、
自

ら
提
供
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
や
利

用
者
の
満
足
度
の
向
上
、
権
利
擁
護
の
取

り
組
み
の
強
化
な
ど
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
こ
う
し
た
対
応
の
積
み
重
ね
が
社

会
的
信
頼
性
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

第
三
者
委
員
の
活
用

　

第
三
者
委
員
の
役
割
は
、
利
用
者
と
事

業
者
の
間
に
入
り
、
苦
情
に
対
す
る
聞
き

取
り
や
助
言
、
仲
介
、
調
整
を
す
る
こ
と

で
す
。
例
え
ば
、
事
業
者
が
苦
情
を
受
け

た
際
に
、
必
要
に
応
じ
て
第
三
者
委
員
が

同
席
す
る
な
ど
仲
介
的
な
役
割
を
担
っ
た

 福祉サービスにおける苦情解決制度 

　　　 平成12年度の社会福祉法の改正により、措置制度から利
用者の意思でサービスを選択する契約制度へと転換した
時に、利用者保護のための制度として創設されました。

　　　 福祉サービスを提供する事業者と弱い立場になりやすい
利用者との対等な関係を確立し、苦情への適切な対応に
より、利用者の権利擁護と福祉サービスの質の向上を
図るという観点から、苦情解決制度が生まれました。

　　　 事業者段階の苦情解決体制として、「苦情受付担当者」
が相談を受け付け、「苦情解決責任者」が責任をもって
解決すること、また苦情解決に社会性や客観性を確保し、
利用者の立場や特性に配慮した適切な対応をするために
「第三者委員」を設置することとされています。

いつ始まった制度なの？
　　 平

用

なぜ、苦情解決制度が必要なの？

　　 福

事業者の苦情解決ってどういうもの？

　　 事
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SPECIAL  EDITION

り
、
利
用
者
が
事
業
者
に
苦
情
を
言
い
づ

ら
い
場
合
な
ど
に
、
第
三
者
委
員
に
直
接

苦
情
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

か
な
が
わ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化

委
員
会
（
以
下
、
委
員
会
）
が
令
和
３
年

度
に
実
施
し
た
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

に
お
け
る
苦
情
解
決
体
制
整
備
状
況
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
１
７
２
２
カ
所

回
答
）」
で
は
、
半
数
以
上
の
事
業
者
に
第

三
者
委
員
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
第
三
者
委
員
設
置

の
具
体
的
な
利
点
と
し
て
、「
中
立
的
な
立

場
か
ら
助
言
を
得
ら
れ
る
」「
職
員
以
外

に
、
利
用
者
が
相
談
で
き
る
場
所
（
人
）

が
で
き
る
」
な
ど
の
回
答
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。

　

苦
情
対
応
に
は
客
観
的
な
視
点
が
大
切

で
す
。
そ
の
た
め
、
直
接
言
い
づ
ら
い
利

用
者
の
苦
情
を
受
け
止
め
、
中
立
性
・
公

平
性
を
確
保
す
る
役
割
を
担
う
第
三
者
委

員
が
必
要
に
な
る
の
で
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に

向
け
て

　

委
員
会
は
、
社
会
福
祉
法
第
83
条
に
基

づ
き
各
都
道
府
県
社
協
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
同
法
第
２
条
に
規
定
す
る
社
会
福

祉
事
業
で
提
供
さ
れ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
に
関
す
る
苦
情
の
解
決
に
向
け
て
、

委
員
会
は
、
第
三
者
機
関
と
し
て
中
立
・

公
正
な
立
場
で
苦
情
申
出
人
（
以
下
、
申

出
人
）
と
事
業
者
双
方
の
話
を
伺
い
、
話

し
合
い
に
よ
る
解
決
を
図
り
ま
す
。

事業者による苦情対応事例

【事 業 者】　　保育所
【申 出 人】　　家族
【申出内容】　　お迎えの際、同居する家族が発熱し
ていることを保育士に話すと、その場で厳しい口調
で「２週間子どもさんを休ませてください」と言われ
た。新型コロナウイルス感染症がまん延している状
況もあり念のため休ませたが、急な利用拒否とその
言い方に納得できない。

【事業者の対応】　　申出人が園の第三者委員に電話
をして相談すると、第三者委員は話を丁寧に聞き、
「それはびっくりしましたね」「保育園を休んでもお母
さんのお仕事は大丈夫ですか」など、申出人の気持ち
を傾聴し、園長に連絡することを約束した。園長は、
休み明けに登園した申出人に第三者委員同席の上で
謝罪し、第三者委員の指摘を受けて初めて申出人の
不安な気持ちに気づいたこと、この件があってから
保健所に相談し、家族の発熱時の対応等についてル
ール化して保護者に周知することを説明した。この
対応により申出人の納得が得られ、事業者の対応改
善にもつながった。

 福祉サービスの苦情内容 

① 職員の接遇（職員の言葉遣いや対応が悪い 等）
② サービスの量や質（利用時間を減らされた 等）
③ 説明・情報提供（契約時の説明と違う 等）
④  利用料や負担金（契約時に聞いていない費用を請求された 等）
⑤ 被害・損害（支援中のケガについて何も説明がない 等）
⑥ 権利侵害（職員による暴言があった 等）
⑦ その他（制度に関すること 等）
　　　　　　　  　（全社協による苦情内容の分類）

委員会による苦情対応事例

【事 業 者】　　就労移行支援
【申 出 人】　　本人
【申出内容】　　職員から「訓練の成果がみられなけ
れば採用面接に挑戦することはできない」と言われ、
無理をして精神的につらくなった。

【委員会の対応】　　事業者から、様子を見ながら声
をかけたり、週１回の面談も実施してきたこと、申出
内容にあるような発言はしていないが、早く就職に
つなげようと支援を急いでしまったことを伺った。
また、なかなか申出人の本音を聞くことができず、他
に関わっている機関もないことから支援する上での
難しさがあったが、苦情申出を受けて、申出人の気持
ちを知ることができたことから、今後は必要な配慮
をしながら丁寧な支援をしていきたいとの話があっ
た。これらのことを申出人に伝えたところ、「もう一
度、事業者と話をしてみる」とのことだった。

【委員会から事業者への助言等】　　申出人の支援に
ついて、事業者だけで抱え込まず、行政や医療機関等
と連携しながら対応することが望ましいと伝えた。

　

委
員
会
で
は
、
苦
情
相
談
へ
の
対
応
の

ほ
か
、
苦
情
受
付
担
当
者
等
に
向
け
た
研

修
会
や
、
苦
情
解
決
の
仕
組
み
の
周
知
や

理
解
促
進
を
図
る
た
め
、
事
業
者
の
苦
情

解
決
対
応
状
況
に
つ
い
て
把
握
す
る
事
業

者
訪
問
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

各
事
業
者
が
苦
情
解
決
の
体
制
を
整

え
、
利
用
者
等
か
ら
の
苦
情
に
適
切
に
対

応
・
解
決
で
き
る
よ
う
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
　
（
か
な
が
わ
福
祉
サ
ー
ビ
ス

 

　

運
営
適
正
化
委
員
会
）

※掲載事例は、個人情報保護の観点に基づき一部修正・加工しています。
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神
奈
川
県
地
域
福
祉
支
援
計
画
の
改
定
に
つ
い
て

● 
神
奈
川
県
地
域
福
祉
支
援
計
画
の

概
要

　

県
で
は
、
令
和
５
年
４
月
に
「
神
奈

川
県
地
域
福
祉
支
援
計
画
﹇
第
４
期
﹈」

を
改
定
し
、
第
５
期
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。

　

神
奈
川
県
地
域
福
祉
支
援
計
画
は
、

社
会
福
祉
法
第
１
０
８
条
第
１
項
に
基

づ
く
法
定
計
画
で
あ
る
都
道
府
県
地
域

福
祉
支
援
計
画
と
し
て
、
広
域
的
観
点

か
ら
、
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
に
市
町

村
が
策
定
す
る
「
地
域
福
祉
計
画
」
の

達
成
を
支
援
す
る
た
め
の
計
画
で
す
。

　

県
で
は
、
平
成
17
年
に
第
１
期
の
地

域
福
祉
支
援
計
画
を
作
成
し
、「
ひ
と
づ

く
り
」「
地
域
（
ま
ち
）
づ
く
り
」「
し

く
み
づ
く
り
」
の
３
つ
を
計
画
の
大
柱

と
し
て
、
本
県
に
お
け
る
地
域
福
祉
の

推
進
に
向
け
て
様
々
な
施
策
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

第
４
期
計
画
は
令
和
２
年
度
ま
で
の

計
画
期
間
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
計
画
改
定
を
延
期
し
、
こ
の
た
び
、

令
和
５
年
度
を
始
期
と
す
る
第
５
期
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
第
５
期
計
画
の
期
間
は
、
本

計
画
と
密
接
に
関
わ
る
「
か
な
が
わ
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
等
の
改
定
時
期

と
合
わ
せ
、
令
和
５
年
度
か
ら
令
和
８

年
度
の
４
年
間
と
し
ま
し
た
。

●
第
５
期
計
画
に
つ
い
て

　

第
５
期
計
画
は
「
誰
も
排
除
し
な
い
、

誰
も
差
別
さ
れ
な
い
、
と
も
に
生
き
、

支
え
合
う
社
会
の
実
現
」
と
い
う
基
本

目
標
と
、
３
つ
の
大
柱
は
継
続
し
つ
つ
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
地
域
福
祉
へ
の
影
響

や
社
会
状
況
の
変
化
に
伴
う
新
た
な
課

題
へ
の
対
応
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

●
改
定
の
ポ
イ
ン
ト

　

改
定
の
ポ
イ
ン
ト
は
大
き
く
３
つ
あ

り
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
当
事
者
目
線
に
立
っ
た

地
域
福
祉
の
反
映
で
す
。
県
で
は
、
当

事
者
目
線
の
障
が
い
福
祉
の
推
進
を
図

り
、
障
が
い
者
の
み
な
ら
ず
、
誰
も
が

喜
び
を
実
感
で
き
る
地
域
共
生
社
会
を

実
現
す
る
た
め
、令
和
５
年
４
月
に「
神

奈
川
県
当
事
者
目
線
の
障
害
福
祉
推
進

条
例
〜
と
も
に
生
き
る
社
会
を
目
指
し

て
〜
」
を
施
行
し
ま
し
た
。
本
条
例
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、
第
５
期
計
画
の
施
策

の
展
開
に
当
た
っ
て
は
、
障
が
い
者
や

高
齢
者
、
子
ど
も
な
ど
、
当
事
者
の
参

画
や
当
事
者
主
体
の
活
動
を
促
進
し
、

当
事
者
の
方
々
が
地
域
で
い
き
い
き
と

活
躍
で
き
る
地
域
づ
く
り
の
視
点
が
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
事
者
の
目
線

に
立
っ
た
地
域
福
祉
の
担
い
手
の
育
成

や
個
人
の
尊
厳
の
尊
重
な
ど
を
盛
り
込

み
ま
し
た
。
こ
の
「
当
事
者
目
線
に
立

つ
」
と
い
う
考
え
は
、
障
害
福
祉
の
み

な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
通
ず
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
社
会
情
勢
等
の
変
化
へ

の
対
応
で
す
。
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
、
生
活
困
窮
者
の
増
加
や
、
外
出
自

粛
な
ど
に
よ
る
地
域
住
民
の
孤
立
・
孤

独
化
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
、
よ
り
一

層
の
希
薄
化
が
生
じ
る
等
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
地
域
福
祉

へ
の
影
響
や
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
新
た
な

取
り
組
み
を
盛
り
込
む
と
と
も
に
、
ケ

ア
ラ
ー
支
援
や
ひ
き
こ
も
り
支
援
な
ど

制
度
の
狭
間
の
課
題
へ
の
対
応
を
盛
り

込
み
ま
し
た
。

　

３
つ
目
は
、
社
会
福
祉
法
の
改
正
に

伴
い
、
令
和
３
年
度
に
新
た
に
事
業
化

さ
れ
た
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
な

ど
市
町
村
に
お
け
る
包
括
的
支
援
体
制

の
整
備
に
対
す
る
支
援
や
、
地
域
住
民

が
主
体
的
と
な
っ
て
相
互
に
尊
重
し
合

い
な
が
ら
、
参
加
し
、
活
躍
で
き
る
地

域
づ
く
り
の
大
切
さ
を
盛
り
込
み
ま
し

た
。

条例リーフレット

●
改
定
に
あ
た
り
工
夫
し
た
点

　

市
町
村
や
民
間
団
体
等
の
取
り
組
み

事
例
に
つ
い
て
、
第
５
期
計
画
で
は
、

掲
載
す
る
事
例
を
28
の
事
例
に
大
幅
に

増
や
し
ま
し
た
。
地
域
に
は
、
地
域
福

祉
に
係
る
様
々
な
取
り
組
み
が
あ
り
、

多
く
の
方
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、

そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
範
囲
で
地
域
に
関

わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
身
近
な
事
例

も
数
多
く
掲
載
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
よ
り
多
く
の
方
の
ご
意
見
を

い
た
だ
く
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
市
町
村
や

庁
舎
の
ロ
ビ
ー
な
ど
へ
配
架
す
る
と
と

も
に
、
福
祉
や
医
療
関
係
団
体
等
へ
案

内
を
お
送
り
し
た
ほ
か
、
障
が
い
当
事

者
団
体
を
訪
問
し
、
改
定
計
画
の
趣
旨

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

●
お
わ
り
に

　

計
画
の
改
定
に
当
た
っ
て
は
、
多
く

の
皆
様
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
様
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
市
町

村
や
県
民
の
皆
様
、関
係
団
体
と
協
働
・

連
携
し
な
が
ら
、「
と
も
に
生
き
、
支
え

合
う
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
地
域
福

祉
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

 

（
県
地
域
福
祉
課
）

神奈川県地域
福祉支援計画
神奈川県地域福祉
支援計画は、県HP
で公開されています。

https://www.pref.
kanagawa.jp/docs/
n7j/chiiki-keikaku/
keikaku.html
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国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

は
、
令
和
５
年
４
月
26
日
に
「
日
本
の

将
来
推
計
人
口
（
令
和
５
年
推
計
）」
を

公
表
し
ま
し
た
。
本
調
査
は
５
年
ご
と

の
国
勢
調
査
に
合
わ
せ
て
実
施
さ
れ
、

今
回
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
国

勢
調
査
に
よ
る
人
口
（
外
国
人
を
含
む

日
本
に
常
住
す
る
総
人
口
）
を
出
発
点

と
し
て
、
２
０
７
０
年
ま
で
の
今
後
50
年

間
の
人
口
動
態
を
推
計
し
た
も
の
で
す
。

● 

総
人
口
は
50
年
後
に
現
在
の
７
割
を

下
回
り
、高
齢
化
率
は
４
割
に
迫
る

　

合
計
特
殊
出
生
率
の
低
調
（
１
・
36
：

２
０
７
０
年
）
と
平
均
寿
命
の
伸
長
（
男

日
本
の
将
来
推
計
人
口
か
ら
み
る
福
祉
現
場
の
将
来
像

 （
株
）川
原
経
営
総
合
セ
ン
タ
ー　

人
事
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部

 

副
部
長　

神
林　

佑
介

性
85
・
89
年
、
女
性
91
・
94
年
：
２
０
７

０
年
）
等
の
影
響
を
受
け
、
２
０
７
０
年

時
点
の
総
人
口
は
８
７
０
０
万
人
、
う
ち

65
歳
以
上
人
口
は
３
３
６
７
万
人
（
高
齢

化
率
38
・
７
％
）
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

● 

外
国
人
の
入
国
超
過
数
は
増
加
し
、

総
人
口
の
１
割
を
超
え
る
見
通
し

　

総
人
口
に
影
響
す
る
国
際
人
口
移
動

に
つ
い
て
、外
国
人
の
入
国
超
過
数（
入

国
者

－

出
国
者
）
は
年
間
16
万
４
千
人

（
前
回
調
査
で
は
７
万
人
弱
）
へ
増
加
、

こ
れ
に
対
す
る
日
本
人
の
出
国
超
過
傾

向
は
前
回
調
査
時
よ
り
微
減
が
見
込
ま

れ
、
人
口
減
少
の
緩
和
に
寄
与
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
過
去
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
の
傾
向
を
も
と
に
推
計
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
今
後
の
政
府
の
社
会
保
障
施

策
に
対
す
る
効
果
は
見
込
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
。
次
回
以
降
の
調
査
で
、
少
子
化

対
策
等
に
関
す
る
定
量
的
な
効
果
が
ど

の
程
度
表
れ
る
の
か
非
常
に
興
味
深
い

と
こ
ろ
で
す
。

各
福
祉
分
野
の
経
営
環
境

　
「
全
社
協　

福
祉
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
０
」

（（
福
）
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
）
で
は
、

２
０
４
０
年
に
向
け
各
福
祉
分
野
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
ま
す

（
以
降
、
各
分
野
の
ポ
イ
ン
ト
を
抜
粋
）。

●
介
護
・
高
齢
福
祉
分
野

　

 

①
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
及
び
量

の
拡
大
②
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
等

に
よ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
拡
大

③
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
・
高
齢
夫

婦
の
み
世
帯
の
増
加

●
障
害
福
祉
分
野

　

 

①
施
設
や
在
宅
か
ら
地
域
社
会
で
の

自
立
生
活
へ
の
移
行
②
就
労
系
福
祉

サ
ー
ビ
ス
か
ら
一
般
就
労
へ
の
移
行

③
地
域
福
祉
支
援
拠
点
の
整
備

●
子
ど
も
家
庭
福
祉
分
野

　

 

①
職
員
配
置
基
準
の
改
善
や
、
障
害

の
あ
る
子
ど
も
や
医
療
的
ケ
ア
児
等

へ
の
対
応
②
地
域
に
よ
っ
て
顕
在
化

す
る
定
員
割
れ
・
事
業
廃
止
の
現
状

③
児
童
虐
待
へ
の
対
応

福
祉
人
材
の
確
保
と

多
様
な
働
き
方
の
広
が
り

　

各
分
野
の
共
通
課
題
と
な
る
の
が
、

福
祉
人
材
の
質
の
確
保
と
量
の
拡
大
で

す
。
介
護
人
材
は
令
和
７
年
度
末
ま
で

に
新
た
に
約
55
万
人
、令
和
７
年
以
降
、

待
機
児
童
の
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
が
見
込
ま

れ
る
保
育
分
野
に
お
い
て
も
例
年
６
万

人
程
度
の
保
育
士
不
足
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
人
材
確
保
に
関
し
て
は
、
職

員
の
長
期
雇
用
・
定
着
に
向
け
た
働
き

方
の
改
善
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て

お
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
の
導
入
に
加
え
、

コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
従
来
の
業
務
や

サ
ー
ビ
ス
内
容
の
見
直
し
な
ど
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
外
国
人
や
障
害
者
の
雇

用
、
高
年
齢
職
員
の
再
活
用
、
子
育
て

や
介
護
と
仕
事
の
両
立
な
ど
、
多
様
な

働
き
手
に
よ
る
多
様
な
働
き
方
を
職
場

が
支
援
す
る
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」
は
、
福
祉
人
材
の
確
保

に
必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
福
祉
現
場
の
Ｄ
Ｘ
化
に
伴
い
、

各
職
員
に
は
「
リ
ス
キ
リ
ン
グ
」
の
必

要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
従
来
の
先

輩
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
新
人
に
伝
え
る

と
い
う
育
成
方
法
だ
け
で
な
く
、
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
っ
て
変
わ
る
業
務
フ
ロ
ー

や
作
業
の
仕
組
み
に
基
づ
く「
再
教
育
」

へ
の
取
り
組
み
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

事
業
所
間
の
連
携
・
協
働

　

今
後
の
福
祉
経
営
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の

一
つ
と
な
る
「
連
携
・
協
働
」
に
つ
い

て
、
令
和
４
年
度
よ
り
「
社
会
福
祉
連

携
推
進
法
人
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。
各
法
人
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を

共
有
す
る
と
と
も
に
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

業
務
を
集
約
し
た
り
、
福
祉
人
材
の
採

用
・
育
成
を
協
働
す
る
な
ど
、
福
祉
分

野
の
経
営
課
題
の
解
消
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

社
会
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
社
会
福

祉
・
福
祉
経
営
の
あ
り
方
に
も
さ
ら
な

る
変
革
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
を
描
き
、
事
業
所
の
方
針
・
方

向
性
を
定
め
ま
し
ょ
う
。

国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口
（令和５年推計）」より作成
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2023年４月26日～2023年５月25日
※新聞等掲載時点

●厚生労働省　ホームレス実態調査　過去最少
　厚生労働省は４月28日、ホームレスの実態に関す
る調査（概数調査）結果を公表した。調査は自治体
の巡回での目視により行われた。
　結果によると、全国のホームレスの人数は3065人
となり、過去最少となった。また、県内では454人と
なり、平成15年の調査開始以降最少となった。

●子どもの数42年連続減　過去最低1435万人
　総務省が５月４日に公表した集計によると、４月
１日現在における15歳未満の子どもの数は前年に比
べ30万人少ない1435万人で、42年連続して減少し
た。総人口に占める子どもの割合は11.5％で人数、
割合とも過去最低となった。

●ひきこもり支援初のマニュアル策定へ
　厚生労働省は５月９日、ひきこもりの人や家族ら
の支援に役立てるため、初のマニュアルを策定する
方針を固めた。

●法務省　保護司確保へ検討会を設置
　法務省は５月16日、保護司の減少を受け、なり手
確保策を議論する検討会を立ち上げると発表した。
新任を原則66歳以下に限るとした年齢制限の緩和
や、無報酬としている現行制度の見直しを検討す
る。

●県　「かながわオレンジ大使委嘱式」開催
　県は５月９日、認知症について当事者目線で理解
を広げるため「かながわオレンジ大使（認知症本人
大使）」の委嘱式を開催した。
　「かながわオレンジ大使」は県内で暮らす認知症
の人が対象となり、講演活動や広報紙への寄稿など
を通して同じ悩みを抱える人やその家族を勇気づ
け、任期の２年間で認知症への理解を広げる活動を
行う。

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラから

令和５年度

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

賠
償
責
任

の
補
償

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円
補償開始日から10日以内は補償対象外（＊） 初日から補償

350円 500円

通院保険金日額
特定感染症

地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

550円

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

〈SJ22-12223より抜粋して作成〉

＜重 要＞

＊3月末までに契約手続きが完了し、前年度から継続して契約される場合は初日から補償します。

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

特定感染症重点プラン
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私のおすすめ
◎ このコーナーでは、子育てや
障害、認知症・介護当事者等の目
線から、普段の暮らしに役立つ「お
すすめ」なものを紹介します。

◎ このコーナーでは、子育てや
障害、認知症・介護当事者等の目
線から、普段の暮らしに役立つ「お
すすめ」なものを紹介します。

❖食べること

　私は、平成18年秋に乳がん宣告、平成19年１月に手
術を受けました。もともと食べることが大好きです。
手術日前日から絶食でしたので、手術後の初めての食
事が待ち遠しくガツガツ食べたこと、茹でたえびが
乗ったおうどんだったのですが、同室の方はえびの天
ぷらが乗っているのを横目で見つつ、「私も天ぷらが
よかったなぁ」とつぶやきながら頂いたことをよく覚
えています。どこまでも食い意地が張っているのです。

❖何を食べるかよりも、どう食べるか

　がんになったら何を食べればよいの？　多くの方が
そう思われるのではないでしょうか？　私もそうでした。
　あるとき「楽しく食べることが一番よ！」「美味しい
ねと食べれば、普通のご飯も美味しいご飯に早変わ
り！」と教えてくださった方がいました。「確かに！」
それまでも感謝して頂いていましたが、それからは、
楽しくを心掛け、「美味しいね」とさらに感謝して食べ
るようになりました。何を食べるかも大切ですが、ど
う食べるかも大切だと気づきました。食べることは他
の命を頂くこと。毎日、「いただきます！」と声に出し
て、「美味しいね」と感謝して頂いています。

❖野菜作り

　食べることは続きます。
　毎日頂く身体に優しくておいしい野菜。これを自分
で育ててみたいと思うようになりました。まずは、手
近なところで豆苗から。一度刈り取ったら深めのお皿
に載せてお水をあげると１週間から10日ほどで、もう
一度収穫して食べることができます。「美味しくなぁ
れ」と水を取り替えるのも楽しみです。
　そして、突然、今年の３月下旬、体験農園を借りる
ことにしました。まずは「天地返し」という作業か

 今月は
⇨ ピアサポートよこはま がお伝えします !

　がんになって、食べることを今まで以上に
大切にするようになりました。
　令和４年９月号と令和５年２月号で、ピア
サポートよこはまのサポーターの朝ごはんを
お伝えしましたが、今回は、この春、突然、毎
日食べる野菜を自分でも育ててみたくなった
サポーターの農業体験をお伝えします。
　畑を耕し、種をまき、草を取り…
　土に触れ、その温もりに大地の命を感じる、
新たな楽しみが始まりました。全くの素人、
虫が苦手です。うまくできるでしょうか…

自分で食べるものは…

がん体験者が、がん患者と家族の相談支援活動をする団体です。県
との協働事業からスタートし、その後も自主運営として継続、12年間
で約1700件の相談を受けてきました。主に
電話相談、面談、サロンなどを行っています
（現在はオンライン）。

ら。土を掘って、下にあった土が上になるよう上下を
返すことから「天地返し」と呼ばれるのだそう。そこ
に堆肥を混ぜ、畝を作ります。畝作りも初めて。溝を
掘り60㎝ほどの幅の畝を作るのですが、これが無心に
なれて実に楽しい！　たちまち夢中になりました。数
日後に筋肉痛になりましたが（笑）　そして、にんじん
とラディッシュの種をまきました。にんじんの種は細
長くて赤く、ラディッシュの種はまん丸です。植物に
よって種の形も色も違うんですね。感激！

左の列丸い葉がラディッシュ、
右の列がにんじん

間引いたラディッシュ

　４月の中旬、それぞれが大きく育つように間引きを
しました。にんじんの双葉は細くて長い。ラディッ
シュはまだ小さいけれど、ちゃんと赤くなっていて、
すでにラディッシュの形をしているものも。どちら
も、間引いた葉っぱはお味噌汁の浮き実にして頂きま
した。小さな芽なのに、ちゃんとにんじんとラディッ
シュの味がしました。これまた感激！
　翌週には枝豆と里芋を、翌々週にはトマトとキュウ
リも植えました。トマトのそばにバジルを植えると虫
が嫌がるのだそう。植物がどこで生まれたかで、植え
方も異なります。水や太陽を好むものは浅く、水の少
ない地域が原産のものは土深く根を張るので畝の高さ
を高くします。「へぇ～～そうなんだ」ということば
かり。この号が皆さまのお手元に届く頃には何がどれ
だけ育っているでしょうか。楽しみです。

〈連絡先〉Mail peer.remote@gmail.com
　　　　 URL https://peer-support.wixsite.com/yokohama
　　　　 URL https://ameblo.jp/peer-yokohama/

団体HP 活動ブログ
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連
載　

連
携
・
協
働
の
今
③

農
福
連
携
で
、
地
域
の
元
気
と
利
用
者
の
豊
か
な
暮
ら
し

ワ
イ
ン
造
り
を
ス
タ
ー
ト

　

光
友
会
は
、
生
活
介
護
、
障
害
者
支

援
施
設
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
就
労
支

援
事
業
所
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

光
友
会
の
本
部
が
あ
る
藤
沢
市
獺
郷

（
お
そ
ご
う
）
の
周
辺
は
田
畑
が
広
が
る

自
然
豊
か
な
地
域
で
す
。
法
人
で
は
10

年
ほ
ど
前
に
隣
地
の
農
地
を
取
得
し
、

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
野
菜

作
り
を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
近
隣
の

大
規
模
農
園
で
の
生
花
づ
く
り
、
青
果

市
場
内
の
畑
作
業
の
業
務
委
託
を
受
け

て
、
施
設
外
就
労
の
場
を
作
り
、
複
数

の
事
業
所
で
農
業
分
野
で
の
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

理
事
長
の
五
十
嵐
紀
子
さ
ん
は
２
年

ほ
ど
前
に
藤
沢
由
来
の
新
種
の
ワ
イ
ン

用
ブ
ド
ウ
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
将
来
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
作
る
こ

と
を
目
指
し
て
、
今
で
は
二
つ
の
圃
場

で
植
樹
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ブ
ド
ウ
づ
く
り
に
向
け
て
は
、
耕
作

放
棄
地
で
あ
っ
た
農
地
の
賃
貸
借
契
約

を
行
い
、
法
人
が
農
業
を
実
施
す
る
た

め
の
定
款
変
更
、
農
地
の
土
づ
く
り
、

農
業
や
ブ
ド
ウ
づ
く
り
に
知
見
の
あ
る

職
員
配
置
等
、
多
く
の
課
題
を
一
つ
ず

つ
解
決
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

就
労
福
祉
部
統
括
で
農
福
連
携
を
推

進
し
て
い
る
一
杉
好
一
さ
ん
は
「
法
人

に
10
年
以
上
の
農
作
業
経
験
が
あ
っ
た

こ
と
、
高
齢
者
の
集
い
の
場
づ
く
り
や

法
人
の
行
事
を
通
じ
て
地
元
農
家
さ
ん

と
も
つ
な
が
り
が
あ
り
、
耕
作
放
棄
地

の
相
談
を
聞
い
て
い
た
こ
と
が
耕
作
放

棄
地
解
消
に
向
け
て
動
く
き
っ
か
け
に

も
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
農
協
や
、

田
に
水
を
引
く
た
め
の
水
利
組
合
へ
の

加
入
な
ど
、
地
域
と
一
緒
に
活
動
を
進

め
て
き
た
こ
と
が
法
人
と
し
て
の
大
き

な
財
産
で
す
。
ま
た
、
地
域
と
つ
な
が

る
こ
と
で
、
農
家
を
し
て
い
る
職
員
を

採
用
で
き
る
な
ど
人
材
に
も
恵
ま
れ
ま

し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
関
東
農
政
局
を
通
じ
て
、
県

内
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
紹
介
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
秋
の
醸

造
を
目
指
し
て
、
ブ
ド
ウ
の
栽
培
を
進

め
て
い
ま
す
。

ブドウの実りが待ち遠しい

農
福
推
進
室
の
設
置

　

こ
う
し
た
農
福
連
携
を
重
点
事
業
と

し
て
位
置
付
け
、
令
和
５
年
度
か
ら
は

法
人
内
に
「
農
福
推
進
室
」
を
設
置
し

ま
し
た
。

　

一
杉
さ
ん
は
「
一
事
業
所
で
推
進
す

る
の
で
は
な
く
、
法
人
と
し
て
農
福
連

携
を
発
展
さ
せ
、
利
用
者
の
工
賃
向
上

と
地
域
活
性
化
を
し
て
い
き
た
い
思
い

が
あ
り
ま
し
た
。
職
員
に
は
、
農
業
に

関
わ
る
就
労
支
援
部
門
や
収
益
部
門
事

業
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
力
、
住
民
と

の
対
話
、
制
度
の
利
活
用
に
向
け
た
行

政
と
の
調
整
力
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
推
進
室
が
主
と
な
っ
て
、
計
画
的

に
進
め
て
い
き
た
い
」
と
言
い
ま
す
。

　

法
人
で
は
「
農
福
連
関
図
」（
９
面
・

図
参
照
）
を
は
じ
め
、
10
カ
年
構
想
と

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作
り
、
自
前
の

醸
造
施
設
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
建
設
な

ど
、
障
害
の
あ
る
人
の
就
労
の
場
、
地

域
住
民
が
集
う
場
を
広
げ
て
い
く
予
定

で
す
。農

作
業
を
通
じ
た
喜
び

　

一
杉
さ
ん
は
「
農
業
は
種
ま
き
や
収

穫
だ
け
で
は
な
く
、
野
菜
、
果
物
の
成

長
を
見
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
田
ん

ぼ
の
稲
刈
り
で
は
、
利
用
者
の
方
に
車

イ
ス
で
入
っ
て
も
ら
い
、
稲
穂
の
匂
い

を
直
に
感
じ
、
大
自
然
の
中
で
四
季
の

移
り
変
わ
り
を
体
験
す
る
機
会
に
な
っ

て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
お
米
や
野

菜
づ
く
り
を
通
じ
て
、
普
段
の
活
動
と

は
違
う
表
情
で
、
喜
び
を
表
現
し
て
く

れ
る
様
子
が
多
く
見
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

稲穂の香りを身体いっぱいに
感じる収穫期

　

農
福
連
携
は
、
障
害
者
等
が
農
業
分
野
で
活
躍
す
る
こ
と
で
、
自
信
や
生
き
が

い
を
持
っ
て
社
会
参
画
を
実
現
し
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。
昨
今
、
急
速
に
着
目

さ
れ
た
背
景
に
は
、
障
害
者
の
社
会
参
加
に
加
え
て
、
人
口
減
少
社
会
の
中
で
農

業
分
野
の
担
い
手
不
足
や
高
齢
化
に
対
す
る
新
た
な
解
決
策
へ
の
期
待
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
高
齢
者
や
生
活
困
窮
者
、
ひ

き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る
方
、
刑
余
者
の
社
会
参
加
の
一
つ
と
し
て
も
着
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
法
人
の
重
点
事
業
と
し
て
農
福
連
携
に
取
り
組
む
、
社
会
福
祉
法
人

光
友
会
（
藤
沢
市
）
に
取
材
に
伺
い
ま
し
た
。

ー新たなパートナーシップを目指してーー新たなパートナーシップを目指してー

  連携・協働連携・協働のの今今
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社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

令和５年度

プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険等）

❶ 基本補償（賠償・見舞）

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７

〈引受幹事
保険会社〉

受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、雇用慣行賠償責任保険、役員賠償責任保険、サイバー保険、普通傷害保険、
　労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

老人福祉施設、
障害者支援施設、
児童福祉施設などに

スケールメリットを活かした割安な保険料でスケスケールメリットをを活かしたた割安な安な保な保保険料険料で料で
充実補償をご提供します充充実補実補償償をご提供補償をご提ご提供提供しますします！！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
充実補償をご提供します！

◆加入対象は、社協の会員である
社会福祉法人等が運営する社会

　福祉施設です。

▶保険金額

身体賠償（１名・１事故）
基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円
1事故10万円限度 1事故10万円限度

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金支払限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）
身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

保険期間１年

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

プラン 22

オプション５
プラン 11

プラン33
プラン44

❶休業や縮小営業による収益減少はもちろん、収益減少を防止・軽減する
　ための人件費なども補償
❷消毒・清掃費用や自主的なPCR検査費用など、かかった費用を幅広く補償
❸感染症対応特別費用で定額20万円を早期に受取り

休業補償から各種対応費用までワイドな安心

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

（SJ22-12033から抜粋）

　

ま
た
、
地
元
の
方
々
と
畑
に
出
て
収

穫
し
た
り
、
そ
の
作
物
で
一
緒
に
料
理

を
作
っ
て
食
べ
る
な
ど
、
交
流
が
で
き

る
こ
と
も
喜
び
の
一
つ
の
よ
う
で
す
。

官
民
・
地
域
と
一
体
的
に
推
進

　

県
（
共
生
社
会
推
進
室
）
は
「
農
福

連
携
マ
ッ
チ
ン
グ
等
支
援
事
業
」
を
実

施
し
、
出
会
い
の
場
づ
く
り
、
農
福
連

携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
育
成
等
の
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
光
友
会
の
職
員
も
、

県
の
研
修
を
受
講
し
、
農
福
連
携
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。

10カ年計画への想いを語る
一杉さん

　

一
杉
さ
ん
は
「
単
な
る
労
働
力
で
は

な
く
、
福
祉
と
農
業
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持

ち
味
を
生
か
し
た
取
り
組
み
が
必
要

で
、
福
祉
の
立
場
か
ら
は
、
工
賃
向
上

も
含
め
、
利
用
者
の
生
活
が
豊
か
に
な

る
た
め
の
『
福
農
連
携
』
で
あ
る
こ
と

を
常
に
意
識
し
て
い
ま
す
。
行
政
に
は

農
業
分
野
の
支
援
に
留
ま
ら
ず
、
福
祉

と
農
業
の
連
携
が
進
む
支
援
策
を
期
待

し
た
い
」
と
言
い
ま
す
。

　

光
友
会
の
農
福
推
進
室
で
は
、
行
政

や
農
協
・
農
園
だ
け
で
な
く
、
近
隣
の

大
学
と
も
つ
な
が
り
、
学
生
と
障
害
の

あ
る
人
た
ち
と
の
交
流
や
生
産
物
の
販

売
促
進
へ
の
協
力
等
、
さ
ら
に
連
携
の

輪
を
広
げ
る
予
定
で
す
。

　

今
回
の
取
材
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
が
持
つ
「
課
題
を
解
決
し
た
い
」
と

い
う
思
い
を
基
に
、
計
画
的
に
進
め
る

こ
と
で
、
行
政
を
含
め
様
々
な
主
体
と

の
関
係
が
広
が
り
、
深
ま
る
様
子
を
う

か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
農

福
連
携
を
通
じ
て
、
更
な
る
地
域
づ
く

り
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
企
画
課
）

光友会提供資料を基に本会作成

地域

農協
市場

大学

地元
大規模
農園

・農業委会員・水利組合への参加
・農業放棄地の活用（購入・賃貸借）
・生産活動（米・野菜・ブドウ等）
・小学生など農作業体験活動の提供

・JAに加入
・農園野菜の販売
・除草、畑整備作業

・従事者不足への協力
・施設外就労の場（工賃向上）

・社会貢献活動との連携

光友会
農福推進室

光友会の農福連関図

地域貢献・地域活性化
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高
齢
や
障
害
に
よ
り
、
判
断
能
力
に

課
題
の
あ
る
方
の
生
活
を
支
え
る
成
年

後
見
制
度
。
制
度
の
利
用
は
年
々
増
加

し
て
お
り
、
令
和
４
年
12
月
末
で
は
全

国
で
24
万
５
０
８
７
名
の
方
が
利
用

と
、
10
年
前
の
平
成
24
年
と
比
べ
て
約

１
・
４
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ

１
）。

　

今
後
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
認

知
症
の
高
齢
者
の
増
加
、
ま
た
障
害
の

あ
る
方
の
地
域
移
行
な
ど
が
進
み
、
成

年
後
見
制
度
の
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
高

寄
り
添
い
、
支
え
る
市
民
後
見
人

―
成
年
後
見
制
度
・
市
民
後
見
人
養
成
事
業
か
ら

ま
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
新
た
な
担
い

手
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
市
民

後
見
人
で
す
。

　

市
民
後
見
人
と
し
て
活
動
を
行
う
た

め
に
は
、
社
会
貢
献
等
へ
の
意
欲
が
高

い
住
民
の
方
で
、
ま
ず
市
町
村
等
が
実

施
す
る
養
成
研
修
を
受
講
し
、
成
年
後

見
人
等
と
し
て
必
要
な
知
識
、
技
術
、

姿
勢
を
習
得
し
、
家
庭
裁
判
所
か
ら
成

年
後
見
人
等
と
し
て
選
任
さ
れ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

本
会
で
は
県
よ
り
委
託
を
受
け
て
、

市
町
村
と
連
携
を
行
い
、
基
礎
研
修
を

本
会
が
実
施
、
実
践
研
修
を
市
町
村
か

ら
委
託
を
受
け
た
市
町
村
社
協
が
実
施

し
市
民
後
見
人
の
養
成
を
行
っ
て
い
ま

す
（
基
礎
研
修
か
ら
単
独
で
実
施
し
て

い
る
市
町
村
も
あ
り
ま
す
）。

　

令
和
４
年
９
月
末
現
在
、県
内
で
は
、

15
市
社
協
で
３
０
０
名
の
市
民
後
見
人

の
登
録
が
あ
り
、
１
３
４
名
が
後
見
人

と
し
て
選
任
さ
れ
て
い
ま
す
（
累
計
で

は
２
７
０
名
）。

　

家
庭
裁
判
所
が
親
族
以
外
を
後
見
人

に
選
任
す
る
件
数
は
、
全
国
的
に
年
々

増
え
て
お
り
（
グ
ラ
フ
２
）、
市
民
後
見

人
を
選
任
し
た
件
数
は
、
10
年
前
の
平

成
24
年
12
月
末
は
１
１
８
件
で
し
た

が
、
令
和
４
年
12
月
末
に
は
２
・
３
倍

の
２
７
１
名
が
選
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
後
見
人
の
活
動
と
し
て
は
、
本

人
の
意
思
を
尊
重
し
つ
つ
、
本
人
の
生

活
状
況
に
変
化
が
な
い
か
、
定
期
的
に

訪
問
等
を
行
う
、
本
人
に
必
要
な
生
活

費
等
の
入
出
金
を
行
う
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
契
約
・
更
新
等
を
行
う
な
ど

身
上
保
護
を
中
心
に
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

　

市
民
後
見
人
の
活
動
ス
タ
イ
ル
と
し

て
は
、
単
独
選
任
型
（
市
民
後
見
人
が

単
独
で
受
任
す
る
）、
複
数
選
任
型
（
市

町
村
社
協
の
法
人
後
見
等
と
複
数
で
受

任
す
る
）、
ま
た
専
門
職
や
社
協
の
法
人

後
見
か
ら
受
け
継
い
で
受
任
す
る
リ

レ
ー
型
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

150,000

170,000

190,000

210,000

230,000

250,000

令
和
4
年

令
和
3
年

令
和
2
年

平
成
31
年

平
成
30
年

平
成
29
年

平
成
28
年

平
成
27
年

平
成
26
年

平
成
25
年

平
成
24
年

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

親族後見人 親族以外の後見人

令
和
4
年

令
和
3
年

令
和
2
年

令
和
元
年

平
成
23
年

平
成
30
年

平
成
29
年

平
成
28
年

平
成
27
年

平
成
26
年

平
成
25
年

平
成
24
年

平
成
20
年

平
成
22
年

平
成
21
年

（専門職等を含む市民）

　

な
お
、
養
成
研
修
を
修
了
し
た
か
ら

と
い
っ
て
す
ぐ
に
市
民
後
見
人
と
し
て

活
動
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
市
民

後
見
人
と
し
て
受
任
を
待
機
し
て
い
る

期
間
に
は
、
市
町
村
社
協
が
行
っ
て
い

る
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
生
活
支

援
員
と
し
て
活
動
を
し
た
り
、
法
人
後

見
の
受
任
案
件
の
支
援
員
と
し
て
活
動

を
し
た
り
す
る
な
ど
、
養
成
研
修
で
得

た
知
識
が
後
退
し
な
い
よ
う
、
多
様
な

形
態
の
活
動
の
場
を
用
意
し
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
受
任
後
も
、
養
成
研
修
を
行
っ

た
市
町
村
社
協
等
が
後
見
人
活
動
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

判
断
能
力
に
不
安
が
あ
っ
て
も
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
し
て
い
く
た
め

に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
見
守
り
、
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
、
金
銭
管
理
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
支
援
が
切
れ
目
な
く
行
わ
れ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

専
門
職
や
親
族
と
は
異
な
り
、
同
じ

地
域
に
暮
ら
す
住
民
と
し
て
、
成
年
後

見
制
度
の
利
用
を
必
要
と
さ
れ
る
方
と

同
じ
目
線
に
立
ち
、
寄
り
添
い
、
支
え

る
市
民
後
見
人
に
期
待
さ
れ
る
役
割
は

ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
と
い
え
ま
す
。

（
権
利
擁
護
推
進
課
）

※
お
住
ま
い
の
地
域
に
よ
り
、
市
民
後

見
人
の
養
成
を
行
っ
て
い
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

グラフ１　成年後見制度利用者数の推移

最高裁判所事務総局家庭局「成年後見関係事件の概況」
を基に本会作成

最高裁判所事務総局家庭局「成年後見関係事件の概況」
「成年後見人等と本人の関係」を基に本会作成

グラフ２　親族後見人と親族以外の後見人の選任割合の推移
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Mail tknkyukka2021@gmail.com
交流会の詳細はHPで確認
HP  http://knsyk.jp/s/
shiru/tknk_top.html

関係機関・団体主催の催し

第28回神奈川県弁護士会
人権賞候補者募集

　神奈川県内を活動拠点として、すぐ
れた人権活動を行っている団体・個人
を、候補者としてぜひご推薦ください。
◇受付期間＝令和5年6月1日（木）～
7月31日（月）
◇推薦方法＝候補者推薦書及び関係
資料を郵送または持参
詳細はHPで確認
HP   https://www.kanaben.or.jp/
news/event/2023/-28.html

◇問合せ＝神奈川県弁護士会　業務
課「人権賞」係
☎ 045－211－7705

寄附金品ありがとうございました

【交通遺児等援護基金】（一社）神奈
川県指定自動車教習所協会

【子ども福祉基金】脇隆志
【ともしび基金】古積英太郎
　 （匿名含め、合計9件981,321円）
【寄附物品】（公財）報知社会福祉事
業団

【ライフサポート事業】
〈寄附物品〉（Ｎ）セカンド・ハーベ
ストジャパン
 （いずれも順不同、敬称略）

－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －16－53－ 5 階
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei.co.jp
URL http://www.yasue-sekkei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

役員会の動き

◇監事監査＝5月18日（木）①令和4年
度事業報告並びに決算報告（案）②
任期満了に伴う監事候補者の推薦
◇理事会＝5月31日（水）①正会員の
入会申込み②理事候補の推薦③監
事候補者の推薦④評議員候補者の
推薦⑤各種委員会委員の選任⑥評
議員選任・解任委員会委員の選任
⑦令和4年度事業報告並びに決算
報告（案）⑧令和4年度一般会計他
決算補正予算⑨職員給与規程の一
部を改正する規程（案）⑩評議員会
の招集
◇評議員選任・解任委員会＝5月31
日（水）評議員の選任

新会員紹介

【経営者部会】（福）多心会

本会主催の催し

協働モデル事業
多文化高齢社会ネットかながわ

　「小さな交流会　あなたの隣の多
文化な人々に出会いましょう！話し
ましょう！」（全7回）
◇日時＝第1回令和5年6月29日（木）
　19時30分～21時
　第2回令和5年7月21日（金）18時30
分～20時
◇開催方法＝オンライン
◇申込方法＝Googleフォームもしく
はメールで申込み

URL  https://forms.gle/bd
wwWYcJnw4xxYsg6

（広告） （広告）

 読者の皆様からの街や職場など
で見つけた“ほっとするもの”の
写真投稿を募集します。
 お写真とともに、一言メッセー
ジ（50字程度）をお寄せください。
　採用された方には、ささやかで
すが、図書カードをお送りいたし
ます。
 投稿は①写真②一言メッセージ
とタイトル③氏名④住所⑤連絡先
を記載して、以下の宛先までお送
りください。皆様の投稿をお待ち
しております。
【投稿先】
フォーム https://for
ms.gle/ewcHVoPHN
44ocUPDA
メール  kikaku@knsyk.jp
郵　送 〒221－0825  横浜市
神奈川区反町３丁目17－２神奈川
県社会福祉センター７階  タイムズ
読者投稿係

みんなみんなののいいねいいね
読者投稿コーナー

I ☆ YOKOHAMA

横浜DeNAベイスターズ25年
ぶりの日本一に向けて応援し
ます！ （UTさん・横浜市）
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かながわ
情報ほほっとっと

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
熊
谷
さ
ん
が
編
集
長
と
な

り
、
社
会
に
と
っ
て
、
よ
り
よ
い
取
り

組
み
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
を
発
掘
し
特
集
す

る
お
洒
落
な
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー「
Ｎ
ａ
ｍ

ｉ
＋（
ナ
ミ
プ
ラ
ス
）」を
湘
南
エ
リ
ア
を

中
心
に
発
行
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
な
お
店
や
、
障
害
が
あ
っ
て
も

サ
ー
フ
ィ
ン
を
楽
し
ん
で
い
る
人
や
そ

の
家
族
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
海
の

つ
な
が
り
を
、
街
の
中
に
広
げ
て
共
生

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
活
動
の
魅
力
に
つ
い
て
柴
田

さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。「
海
に
い
る

こ
と
の
気
持
ち
よ
さ
、
波
に
乗
る
こ
と

の
楽
し
さ
。
そ
れ
は
、
障
害
の
有
無
に

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
同
じ
仲
間

と
し
て
一
緒
に
サ
ー
フ
ィ
ン
を
楽
し
ん
で

い
る
だ
け
で
す
」。
こ
こ
に
は
、
沢
山
の

笑
顔
が
集
ま
る
サ
ー
フ
ィ
ン
の
新
し
い

楽
し
み
方
が
あ
り
ま
し
た
。（
企
画
課
）

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
サ
ー
フ
ィ
ン
を

し
た
い
、
障
害
が
あ
る
け
ど
一
度
で
い

い
か
ら
サ
ー
フ
ィ
ン
を
し
て
み
た
い
。

そ
ん
な
人
た
ち
と
一
緒
に
海
に
入
り
、

サ
ー
フ
ィ
ン
を
楽
し
む
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
の
が（
一
社
）サ
ー
フ
ァ
ー
ズ

ケ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィN

am
i-nications

で
す
。

　

代
表
理
事
の
柴
田
さ
ん
に
お
話
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。

　
「
も
と
も
と
は
、
医
療
や
福
祉
に
従
事

す
る
サ
ー
フ
ィ
ン
好
き
が
７
〜
８
人
集

ま
っ
て
作
っ
た
、
ナ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ズ
と
い
う

サ
ー
ク
ル
で

し
た
」。
そ

ん
な
仲
間
が

毎
月
集
ま
っ

て
サ
ー
フ
ィ

ン
を
楽
し
ん

で
い
た
と
こ

ろ
、
認
知
症

当
事
者
の
川

名
賢
次
さ
ん

と
出
会
い
ま

し
た
。
川
名

さ
ん
は
大
会

に
出
る
ほ
ど

サ
ー
フ
ィ
ン
が
好
き
で
し
た
が
、
若
年

性
認
知
症
に
な
っ
て
か
ら
は
サ
ー
フ
ィ

ン
は
や
め
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
ん
な

話
を
川
名
さ
ん
の
奥
様
の
裕
美
さ
ん
か

ら
聞
い
た
柴
田
さ
ん
た
ち
は
、
川
名
さ

ん
を
サ
ー
フ
ィ
ン
に
誘
い
ま
し
た
。

　

発
足
当
時
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
で
理
事

の
嘉
山
さ
ん
は「
こ
こ
か
ら
ナ
ミ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ズ
は
第
２
章
に
入
り
ま
し
た
」

と
言
い
ま
す
。
川
名
さ
ん
の
サ
ー
フ
ィ

ン
を
、
医
療
や
福
祉
の
専
門
家
で
も
あ

る
サ
ー
フ
ァ
ー
の
仲
間
が
サ
ポ
ー
ト
し

な
が
ら
、
皆
で
楽
し
む
サ
ー
フ
ィ
ン
が

始
ま
っ
た
の
で
す
。
裕
美
さ
ん
も
「
ま

さ
か
主
人
が
も
う
一
度
サ
ー
フ
ィ
ン
が

で
き
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
、
こ
こ
な
ら
安
心
し
て
任
せ
ら
れ

ま
す
」
と
嬉
し
そ
う
に
言
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
の

あ
る
方
々
や
そ
の
仲
間
が
集
ま
る
よ
う

に
な
り
、
今
で
は
会
員
が
１
０
０
名
を

超
え
る
団
体
へ
と
成
長
し
ま
し
た
。
神

奈
川
周
辺
だ
け
で
は
な
く
、
京
都
や
群

馬
か
ら
も
毎
月
集
ま
っ
て
来
る
会
員
も

い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
熊
谷
さ
ん
は「
ナ

ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
強
み
で
あ
る
医

療
従
事
者
の
サ
ポ
ー
ト
を
訴
求
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
活
動
を
広
げ
た
い
」
と
言

サ
ポ
ー
ト
す
る
人
も
さ
れ
る
人
も
、み
ん
な
一
緒
に
楽
し
む
サ
ー
フ
ィ
ン

（一社
）サ
ー
フ
ァ
ー
ズ
ケ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィN

am
i-nications  

「福祉タイムズ」は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています
【発行日】2023（令和５）年６月15日（毎月１回15日発行）　　【編集発行人】新井隆
【発行所】社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会　【印刷所】株式会社神奈川機関紙印刷所
〒221-0825　横浜市神奈川区反町3丁目17-2　☎045-534-3866　FAX 045-312-6302　Mail kikaku@knsyk.jp

 バックナンバーは HPから
検索 神奈川県社協

https://form.gle/74aewHkEfzQ9ybJQ8

ご意見・ご感想を
お待ちしています！→

後列左から、嘉山さん、熊谷さん、
柴田さん、前列左から川名賢次
さん、裕美さん（撮影：菊地信夫）

（広告）
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